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光市医師会報

……鳴................一一….......‘綱
医師会月間行事
‘・，-・一一…ーl門 ι一割ドー
※ 11月お日(火》例会於医師会館
午後7.30 

0 報告事項 (1)県代議員会、県医師会連
盟代ぷ者会議及郡市医師会長会議につい

て、(21周雨三市医師会合同役L1会につい
て、 (3)光市薬剤師会との協品会について

(4)灰師会連盟寄附金について、(5)健保連

J.句協地医協議会と周間三di医師会との合
IIIJ協議会について、(6)光IH-::'ITIIi会総会に
ついて、(7)光市医師会忘年会について、

181所管事項 {イ}諸会の|湖舵 lロ}病院部会

ClCI<::l<=r.<:I.<::l<=l<=1C:::玄<=1<:::::1<:::lCXCJ(主

'74年の回顧
<::1c:""'l<:::l<O.c::IClClCコ==Cコ::lCコ=

1 月
武見日l災会長年頭所信反行の一年で
なければならないと述べ、Iwjll引ζ日本の

偏祉社会の出発の年とならなければなら

ないことを強調する (1!l511)。
社会福祉委員会発足 於日医会館高

尚枇社会』ζおける社会福祉制度(粘ー薄、

身持、老人等)の糸本開念について品議

( 1月1411)。
民字文化委員会発足於fl[民会館高

向。i社社会の，U~Jéは医学文化にあるという

綜合的な広い視野から阪γ文化をどうい
うふうに考えるか、そのftU;:(内情;忠(1 
J]16fJ) 

't出:教育委員会 U本医師会医学講座
写.))生誕教育の体系化()月お口}

各都i邑府県医師会保険担巧舟\1~述絡協

品会於r3医会館診療械的点数2i.と薬
価法準写の改正についての品り!と同時iζ

新点数表が臆史のおftれや変えるものであ
る会の怠.ntを明らかにした(1 Ji 2411 ) 

J'Pt.省珍療報酬点数}~一部改正と会!i価
h~準の全面改正を官報特ノド( 1 J] 21 13 ) 

日'rt健保改正案諮問 符政1'}:+1jは社会
没詐議会!ζ 「日雇労働者沼山似険法一部

1974 

代者者会議 付体育大会収支 (司社保請

求洩れ泊求要領

※ 11 H 26 fl (火)研究会於氏師会館
午後8.30 
0 十二指腸償揚の穿孔症例

富恵哲先生

三・ 12月1011 (火)理事会於医師会館
午後7.3 () 

0 報告が項 (1)特定疾患(モニタ一方式)
省航本報告舟 (2)第19回日本民学会総
会申込について (3)予防接持:について、
(4) 榊在石護財就業希望者について、 (5)

病院部会問当興事協議会について、

0 協議・μ項 光市iζ対する要~~ιにつ
いて、

改正案要綱JI船員保険法一部改正'来世
繊jを市山J(1月18円)

※ 第 72向通常国会lと結核予防法改正案

日I{(rfij!保改正案、原子爆弾被爆有の氏療

等lと|均する佳作及び特別措置に関する法

律案促If¥。

2 月

7 4"下のi母民医療 日長会長所日放送
(1)必.~"守の氏瞭確保 lイ)時rm外、深夜、
休I1治政 lロ)救急医療センターの!日i崩
件僻地じ~披 {司専門氏療施設 OrJj、難治
疾j品、公;作柄、老人病、心細病)¥2)病院

の体糸的持備 川地域特性、 'H門口的性
技術情mユニット (ロ)精神医療の体系化
刊エキステンシヨンサービス f.::.lデータ

処問、~~.(，パピi報 13曜謹吋、iA健か、凶
作~t:対呆 {イlナースパンクのIIlJ設 lロ}保

健~"lの Il}敦宵 例看護婦通信教育の技中I
(斗養成施設の拡充 (2月3臼)

氏脱出新点数実施 (2月い1) 

5作・倣の医薬分業 政府は 2JJ 5 11の
l利議において、医薬分業を 5年後lζ実施

することを阿途lC国民的合立を得るよう

努)Jする方針を明らかにした。

以外ミ省、医療吻資、価格対策本部を設
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i町 (2月4B) 
※ 政府は結核予防等の一部を改正する法

律案を国会提出(2凡7f1)。
lis道府県医師会長、日氏辿合同会議
於日医会館 九茂参議日候補の支援体制

強化 (2月19日)。

3 月
n 医役員、 栽定委員の選~に関する公

示 (3月1日)
武見会長、中医協のスライド制、医療

費のスラ イド理論について見解去明 (3

月20[J )。
武見会長、医療の需要と必要度につい

て立見表明。医療持煩の正しい増大は人

間生活の向上 (3月24fl) 
中医協総会開曜 医療白のスライド制

について斉藤厚生大臣の諮問は 3月31白
をもって答申の期限としているが、乙れ

に関する中医協総会は休11-.状態を続け、

やっと 3月27日夜再開した。然しその内

特はスライド制lと関する実質審議には入

れず、 3月中とにかく 11口|でも総会を開

いたと云ふ実積を残すにとどまった (3

月27臼)。
/，:;額徴集の規制処置 j宇生省l;t差額徴

、のできるベットの菩IJ合は全病床数の20
4ちをこえてはならない等きびしい規制処

はを各都道府県!ζ通知 (:3月29日)。
4 月
第55回日本医師会定例代議員会 武
比会長10選、外役員改選、武見会長は、
臼巾主義経済のtjlの統制料消下にあって

rli場機構と社会的統制をf括合した混合接
待体制のもとに、新しい生き方を考える

時が来たとして、 同.f.~の生存秩序を人間
主体の中iζ確立するfI本医師会の責任を

強調。抱負として同民の健康と世界人類

への影響のため新しい医療体制を作る決

怠を表明 (4月l口)。

三師会、中医協の解散を自民党lζ申入

れ(1¥月10日〉
人口問題審議会総会開前 強力な人口

政策要望の白書発ぷ 昭和34年以来15年
ぶり(4月15日)

1974 

44 国保と老人医療費請求事務一本化の省

令公布 厚生省は官報で 「療症の給付lζ

関する請求及び療養取扱機関の老人医療

費の支払の請求iζ関する省令Jを公布
( 4月17日) 昭和お年来日医が強く要

望した請求事務一本化の第一歩。

医薬品長期対策委員会 中間報告発表

(1)医薬品の定義也)医師のポジテイブ ・

チヨイス (3)医薬品開発の白標 (4)医薬

品の品質管理 (5)医薬品の経済的接近

( 4月17f 1) 

※ 保健医被計画モデル策定 保生省は全

間保健所主管課長会議を聞き地区レベノレ

( di町村)κおける保健医療計嗣を示し
た (15市町村) それによると、保健サ

ービス、医療サービスは住民が健Jtな日

常生活を送るための必須のものであり 、

乙れに対する要望が強い。特lζ休日夜間

診療、へき地医療、成人病検診、母子保

健指導の分野で住民の要望lζ応じきれな

い現状である。 ζの需要、供給のギャッ

プ字解決するためには、供給サイドのへ

ノレスマンパワーの増加、保健氏療施設の

拡充が必要である。一方荷要サイドlζも

街生教育を充実し住民の健康に対する不

安手軽減する対策が必要である。乙のた

め、各地区レベル(市町村)乙とに市安

のfl:的、質的分折を行うとともに、供給

側の現状を巴握して需給のギャップを明

らかにし、地区レベルの保住II医療を確保
する計l同を策定しようというものである

(4月18日)

5 月

-2ー

難病医療補助疾患追加 本年度の調査

研究岱は従来の20疾患に10咲必を加えた
初疾J患で7億 30 0 0万円(5月25日)
;来長昨客額員徴集で再i通邑知 厚生省は 3月羽日
差額f徴投1集長のでで.きるベツトの7胃割3司l合lにζついて
i通泊知したが、更lにζ {ω1υ)持別P宗長のi必必，喰隼 (ω 2剖) 
J左を制イ倣放集のf哲費EE-件 (悶3剖)保促医依機関』にζ対す
るt指計導h
め占剖都I官:迫府県lに乙通知 (ω5月20円)
丸茂候補支援体制の推進と対策 都道

府県医師会長、日医連執行委員の合同会
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議 (5月21n) 

武見会長iil己省会見 医療!護側の赤字が

慢性化し質的JvJかい現象がおさておると
して、とれω|め止の為のi諸問組について
所信表明 (5月29日)
薬師基準の改正 5月31日付'日報で薬

価基準(]¥一部改正を告示(5 J] 31臼)

6 月

医療危伐の根源一一一 中氏協解体要求

全凶大会 n本医師会、街科医師会、薬
剤師会は全11(1から約 20 0 0人ω三師会
代表を集め民的危機の根源である中氏協

は百害あって一手IJなl、乙とをγnリjし、こ
れを今月まで石・過した史府自民党の責任

を追求 L、『λfド人;臣、 大厳大[:~(え緊急対

策として行，i会料50点、入院時民学管理
料 10 0点tq;れらの責任において実施す
べき ζ とそ穴::決議した (6II 7日)
健康教引の 11世間 健l長教中.の設~'Iを提

寝決定 各行，g;円府日欠師会長 !ζ通知 (6
0-111口)

老人当祉のj去ぶ問題について武見会長

明信表明 (6)J2 [1) 
経済激動JQJIどおける民?なωn術策強調
日医用事会は「経済激動期において、社

会保険診位報削が常lζ強い統~il]"ドにおか

れているために、医業経営は極めて悶難

な状態lζ飾っている。今後n以は全会員
J)総力を結1j~ ~て 、 国民u、健)j~J)支柱た

るべき健f，J.t rt!)~，去の抜本改正とともに経
済変動lζ対応する診療報酬のft((¥I (スラ
イド指IJを合む)について緊忽対箆を進め
る決定をした (6月18可)

結按子I;htl~等改正官報告示( 6月20
日)

公 自民社会部会 へき地民的特別対策要

綱を決定(6 JJ 2 0日)
7 月
都道府県医師会長 ・日医述?;l;任執行委
員合同会議 臨時品会対策及び九面する

診療報酬引上げ等について協議忘針決定

(1)インフレの危機を脱却し、病院経済の

安定をはかるためスライド制の絶対確保

12)診療報酬引上げは2096以上確保 (3)健

1974 

{米怯抜本改正ν11でrjl医協を処理 (4)/字
相諮問方式堅持 ~5l健保法抜本改正推進
ωため生存徹、間政権等について認識を
全凶民lと徹底(7 jJ 15日)
h茂重貞氏参院選上位当選 d7万ポ
伝n保法抜本改正の長期対策の九プロジ
ェクトチーム発足 常任坦事会決定 (7

8日)
大腿四頭筋知縮症投N委員会発足筋
肉t主射の指針作成 (7)-J8日)
僻地医療対策について武見臼民会長忠;

凡1-<.明 (7月71:1 ) 
武見会長記者会見 中氏協再出を!日jに

してバ物価値格体系下の診療報酬確立を

声明(7月初日)

自民党医療問副議n懇談会 (1)緊急赴
，Eとして診故報酬を20労引上げる (2).:合
的報酬の物価人fi:t~へのスライド制導入

の早期実現 (3)'11[民協解体の推進 (4)28 

%時別措置の存続を全会一致で決議(7

}j 25日)

8 月

学校保健講門会 人間の一生。位肢の

)，~礎作りの段階 lζ相当し、亦地域保他，計­

Iflfjの'11心的役割合県たす視点より学校保

健市長jの基礎的事I(tω系統的研惇 (8片
9 rn 
医師年金守合及戸附 (8月 1-31) 

中医協再開 4ヶ月の空白を過した第
75[Lil中氏協総会が開催された。新価絡体

糸ドiζ即応するI(加点報酬の具体案品1M]を
い期iζ要求 6月111) 

医師国家試験の抜本改革 医療関係者

1i千五会医師部会は同組試問磁止心医附国

家よ式決改善の基ぶ方針決定 (8月9円)
I半生省、 f休日、佼問診療所の現状J
手先表昭如49年 4月1日現在で全体の

約邸宅が医師会匂で占めており国民民総

U)ff<をなしておる (8丹羽田)
薬価基準み一部改正 富報 (8月6臼)
中医協対策の令p.r ・J~会 (8 月 21 臼)

第i61副中氏協総会 (8月7日)

第77回中氏協総会 (8月16B) 

※ 第78回中医協総会 (8月31B) 

-3ー
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※ 自民党医療問題懇談会 28~ぢ問題で改
廃は一切するなと決議 (8月29円)

~ i公害健康被害補償法の規定による診
療報酬の額の算定方法を定めた件」を告

示 (8月31日)

国保と公費負担医療J求一本化に関す
る省令を公布 (8月31日)

9 月
大腿四頭筋問題検J1委品会答申 (9月
3 R) 

第79圏中医協総会 (9月6日)
子 第80田中医協総会 (9月7日厚相、

診療報酬引上げに関する具体的諮問掲示

日医28~ぢ特別措置に関し自民党税制調
奇会!と対し存続は絶対必要の怠見表明

(9月188) 

第81田中医協総会 (9月14臼)
第82田中医協総会 (9月17日)

第飽田中医協総会 (9月18日) 諮問
案通り、ド均16必の診療官アップの答申決

定、付帯事項について.¥Ii:見対立
厚生省、診療報酬改定を侍ぷ (9月26
日)

おg道府県民師会保険槻当用事連絡協議

会 (9月25日) 経過と改正点数内容の
解品及び留意事項について指ぷ、二回の

改定を1重じ診操報酬!とl直接スライドと間
保スライド制が確立された乙とを明らか

にし、準用点数を磁11:したことは、医学

の進歩を初めて保険に導入したことにな

り 、 !原員IJ実現の-~.かを踏みだした ζ とに
なる。特別措置の28<:;仰とFがつけられた
場合は対決の明意のある乙とを明らかに

した。 本

1 0月

社会保険診療報開課説の改善に関する

答申課税の特例改療について (10月4日)
自民社会部会おも特別的以の問題につ

いて協議。税制上の|両一的公平論だけで

の改擦に反対決議(10月 1n) 
※ 「処方笠発行での筒，む ・] ~J_員」について
都道府県医師会長日本来剤師会lζ要望

(10月3臼)
健保等請求様式の改正官報公布(10

1974 

月12日)
※ rJ 阪、 28 ~ぢ絶対維持のため自民党議員

へ要請指示

※ 社会保険指導者講習会 (10月初日一30
臼) 生体調節を主題lζ生涯教育的見地

より実施された。

1 1月

第幻回目医設立記念医学大会 於仙台

市 (11月 1日)
※ 厚生省、昭和48年度厚生行政年次報管
;rr (1附和49年版厚生白書)公表(11月8
日)

※ 急速な人口の老令化iζ伴い生産年令人

Uは相対的に縮少し、乙の為増大する老

年人口の扶養負担、保険医療の問題が深

刻となり高福祉、高負担はさけられない

と強調。

全日本病院委員会 (11月26日) 名実
共lζ全日本の病院組織体制の更新をはか

る。

FF 薬価基準改正、中医協総会 (11月25白)
fill保診療の薬価基準改正を報特了率。
氏傍1]1 0 0年記念式典 (11凡21B) 
天皇、皇后両陛下臨席のもと帝国ホテル

において挙行。

亀戸司内~~~~、~... ￥.~・M同'・，，_...山内v・...，._

光市薬剤師会との協議こん談会

一一一一一一一…一一一一一一.__...
10月30fJ松屈旅館において薬剤師会の申入
れにより懇談会を行う。医師会より林会長、

松村副会長、大野理事出席、薬剤師会より五

郎丸会長、吉畠副会長。

恕~'JJ項
ll) 医師で希望するものがあれば特定の薬

日と処}j'&:.による調剤を契約する様な形

をとる乙とは出来ないか。任芯:の薬局と

の11¥jでは必要薬剤がないことがあり得る
医療側と薬局側が協議して必要薬剤を準

備しておく乙とが必要である。地即的傍

件lζより可能な所と困難なところがあり

得る，

-4-
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，2) 医療側で {イ}処五調剤希望者を事前
に調査しておいてもらいたV10 (ロ)必要

な薬品のリストを作っておいてもらい

たい。村i矢師会、処方i周期j希集者、薬
局の三者で協議会を持ちたL、。

(3) 備考 {イ)調剤8O~J (J rJ)につき薬

剤師一人必要 {ロ}生保、怠は処方笠を

薬局より福祉へもって行き所定用紙に

記入して請求する乙とになる。

周南三市合同役員会
ー白山・ーー....__....ーー'・・・ーー・・・・ーー・・・・申ー・・・・

11 J.1 13日下松df医師会引き受けにて下松市
小時旅館において開慨。光市民師会より株会

1<、何本、富恵理事3名出席。
造題

(1)学校灰処遇及び予防慢座長託料につい

1974 

ててr!ifil剖要望書作成を決議。
(2) 石護学院生徒の「指導要傾Jについて。
述7;f委員会の議題としたととがあるが

現在作製していない。再変考慮する。

(3) 刈石("1-生の実習について。

r:;石i"3 年!え徳山中央病院において~脅

(民間)手行なう。従って賃金カットを

するととになる。下閣は週 4nli口実習を
している。週何時間という形になると思

う。実ilj以外の時間(例えば佼助)は勤

務できる乙とになる。

(4) 往診頃馬f'iについて、

2キロまで 500円、 2キロ増す毎lζ

5 .刊ペ、深伎は5割増。
(5) q，'佼保健会について、
市助成金 下松市加)j円、娘山市15万

円、光市10万円。

第5回同好会ボーリング大会

』 2 3 
i品， 。¥l( J 5 4 J 4 3 1 7 8 
七 友 166 1 3 2 122 

~河 政 I 9 9 J 2 4 1 2 7 
内山 1 4 5 J J 0 121 

小t福毎 本合回
154 1 1 4 143 
1 3 J 117 1 5 9 
1 6 9 1 2 6 160 

松付 109 1 4 2 1 2 9 
トトー一 回ψ一付 (巧) 9 7 _LQ_3 1 1 8 
(Itj キJ 1 0 0 I 1 6 1 4 5 
{Jt 正長 1 3 1 123 122 
再軍 E込 9 0 1 1 6 108 

← 111 凶 J 1 5 122 1 3 2 
竹 tド 8 9 1 3 6 122 
.1.1， 101 7 8 8 8 

あとがき
7 4年もあと旬日で幕をとじる。顧みて各
人のいだく回想はさまざまであろうが、一年

過ぎるのは早いなあ!!と思ふのは名人共通の

感じであろう。来年がより~い年である乙 と

を切開しつつ本年最後の乍そとじる。

かへりみる ζの一年のながれかな

(もと女)

-5ー

S 4 9. 1 1. 2 1.於光ボーJレ
lotal チーム順位 偶人順位

475 

43250 0 

376 
4 1 1 
4 0 7 
455 
3 8 0 
318 
361 
376 
3 J 4 
369 
347 
2 6 7 
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8 
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